






1．「子産み」という概念の提唱

子どもを持つことに関する既存の研究では、もっぱら女性の妊娠から出産までの約 40 週

の期間が研究の対象とされ、妊娠以前の生活や意識のありようは抜け落ちたまま論じられ

てきている。しかし女性個々の立場から見ると、妊娠や出産というできごとは、妊娠以前

からのさまざまな生活史の積み重ねの中で生じてくることがらであり、妊娠を契機に始ま

るわけではない。そこで筆者は「妊娠以前の生活史」を含め、妊娠の経過および出産終了

(胎盤娩出）までの女性個人の主観的経験世界の全体を「子産み」と表現し、「子産み」研

究の必要性を提唱する。具体的には、ある個人が自らの子どもを持つことについて(1)考

える、(2)関心を寄せる、(3)具体的に話す・話しあう、(4)計画する、(5)意識化する、(6）

行為化する(性行為が行われる)以上のいずれか一つでも生じた時期からを「子産み」研究

の対象とする。こうした幅広い概念を用いることで、①子を持つことに関する「具体性」

と「日常性」を提示しうること、②子どもを持つことに関する研究対象の幅が子を産む女

性だけに限定されることなく「産まない・産めない」状況をも含み込むことができること、

③女性だけでなく男性をも研究の対象としうることなどが可能になると考える(中山

1990)。


